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32．血中レプチ ン濃度に及ぼす長時間運動の影響
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【目的】ob 遺伝子産物 （レ プチ ン ）は脂肪細胞 の

みか ら分泌され，上位中枢に存在する レ プチ ン受容

体を介 して エ ネル ギー出納を調節する と考え ら れ て

い る 。 ヒ トの 絶食， 減量時に は 血 中 レ プ チ ン 濃度 が

低下す る と報告され て い るが ，
エ ネル ギ

ー
出納 の 大

きい 運動 が レ プチ ン 分泌 に影響 を及 ぼ す か 否 か 不 明

で ある 。 そ こ で 本研 究は中強度の 長時間運動が血中

レ プチ ン 濃度 に変動 がみ られるか否か検討 した 。 ま

た，運動終了後の グル コ
ー

ス 投与 が レ プチ ン 濃度 に

影響を及ぼすか併せ て検討 し た 。

【方法】被検者は健康な男子 6 名，女子 3名で あっ

た 。 朝食後 2 時問 以 上 経過 し た後 ， 被検者に 50％

VO2max
，
120分聞の運動を負荷した 。 運動終了 1 時

間後に 5 ％グル コ
ース 溶液300mlを経 口投与 した。

採血 は安静時 ， 運動 開始後 60分，120分後，運動終

了後 60分 ， 90分 ，
120分 の 合計 6 回で あ っ た 。

【結果 ・考察｝運動中及び運動終了後 1時間後の 血

漿 グル コ
ー

ス 濃度， イ ン シ ュ リ ン 濃度は安静時と比

較 して 有意 に低 下 したが ，

一
方，レ プチ ン 濃度 は変

化がみ られなか っ た 。 グル コ
ー

ス 溶液負荷後，血漿

グ ル コ ー
ス 濃度 ， イ ン シ ュ リ ン濃度は投与前と比較

して 有意に 上 昇 したが，レ プチ ン濃度は変化 しな

か っ た 。 以上 よ り長時間 の 運動は血中レ プチ ン 濃度

を変動 させず，長時間運動時にみ られ る血糖低下や

イ ン シ ュ リン濃度の低下 に レ プチ ン 濃度は影響 され

ない こ とが 示唆され た。しか し，強度，時間 の 異 な

る 運動を負荷 した際　レ プチ ン 濃度が どの ような影

響を受けるか不明で ある 。 また 運動終了後の グル

コ ース 投与も血 中 レ プチ ン 濃度に影響 を与え な か っ

た 。 今回用 い た50％マ02max，
120分間 の 運動 の 消費

エ ネル ギ ーは約780kcalで あ っ た が，グル コ
ー

ス 投

与の摂取エ ネル P
’
　一一は約60kcalで あり，こ の 低エ ネ

ル ギ
ー摂取が レプチ ン分泌を引 き起こ す の には不十

分 で あ っ た か もしれ ない 。

33．持久的運勳中の血中エ ネル ギー基質と関連ホ ル

　モ ン動態に及ぼす トレ ハ ロ
ース摂取 の影響

　　○石井秀治，奥山俊之，黒田瑞城，大森
一
伸，

　　 村 岡 功 （早 稲 田大 学）

【目的】 トレハ ロ ース は二 糖類に属 し， 昆虫で はエ

ネ ル ギー源 と して 利用 さ れ る と と もに ， 乾燥 ， 凍結

状態 で 蛋 白質を保護 する 働 きを持 つ とい われ て い

る 。

一
方， トレハ ロ

ー
ス 溶液 は等濃度の グ ル コ

ー
ス

溶液 に 比べ 浸透 圧 が 低 く，また 吸 収が穏や か とい う

性質か ら，運動中の持続的な血糖補給源となる 可能

性を有して い る と考えられ る 。 そこ で 本研究で は，

長時間運動時の 血 中エ ネ ル ギ
ー

基 質お よ び関連ホ ル

モ ン動態に 及 ぼす トレハ ロ ー
ス 溶液摂取 の 影響 を，

シ ョ 糖溶液ならびに水摂取時と比較検討す る こ とと

した 。

【方法】男子大学生 7 名に ， 50％VO2max に相当す

る強度 で の 1時 間の 自転車 エ ル ゴ メ
ー

タ運動に続 い

て ，疲労困憊 まで 10W ／min の 漸増率で運動を行わ

せた 。
こ の 際， 8 ％ トレハ ロ ース 溶液，8 ％ シ ョ 糖

溶液，等量 の両者の 混合液，ある い は甘味を加えた

水の い ずれか を，運動開始 15分前に400ml
， 運動開

始20，40，60分 目 に そ れ ぞ れ200mlずつ 摂取 さ せ

た 。 安静時，運動開始30分，60分，お よ び運動終了

5分後に肘前静脈よ り採血 し，血中乳酸 ， トリグリ

セ リ ド，遊離脂肪酸，血糖，ア ドレ ナ リン
，

ノ ル ア

ドレ ナ リ ン， コ ル チ ゾー
ル ，イ ン ス リ ン の 分析 を

行っ た。

藍結果 と考察】疲労困憊 まで の 時間に 4 試行 間 で 有

意な差 は 見 られ なか っ た。運動60分 目に おけ る 水試

行 と ト レ ハ ロ
ー

ス 試行時 の 血糖 値 （95± 10，102±

．14mgfdl）は，シ ョ 糖試行時 （106±7mg／d1）よ りも

有意 に 低 い 値を 示 した が，トレ ハ ロ ー
ス 試行 で の こ

の 値 は運動前 （101±5mg〆dl） と同様で あっ た 。

一

方， 運動前に対する60分 目の 遊離脂肪酸濃度 におけ

る 上 昇の 度合は
， 水試行 （0．48 ± 0．27mEq ／1）と ト

レハ ロ
ー

ス 試行 （0．23±0．21mEq／l）で は，シ ョ糖

試 行 時 （
− 0．06± 0．12mEq／l） に 上匕較 して有意に 高

か っ た。なお ， 血 中乳酸 ， トリ グ リ セ リ ド， ア ドレ

ナ リ ン
， ノ ル ア ドレ ナリ ン，コ ル チゾ

ー
ル お よびイ

ン ス リン 濃度 に試行 間で 差 は認め られなか っ た 。 以

上 の こ とより，長時 間運動時 の トレ ハ ロ ース 溶液摂

取は運動中 の 血糖を
一・一

定に維持する
一

方で，シ ョ 糖

溶液摂取に 比 べ 脂肪酸の動員を抑制 しない と結論 さ

れた 。
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